
チンパンジー

人間に最も近縁な動物

人間理解の鍵

特にゲノム科学、認知科学などの
研究分野において重要な存在

生命科学研究には欠かせない存在

単なる実験動物ではない

重要な研究対象

QOL向上が重要な課題

安楽殺は不可能

長期的な計画に基づく飼育が不可欠

絶滅危惧種（IUCNレッドデータブック）

寿命が長い 平均寿命は10.9歳（n=273）

（チンパンジー血統登録，2001より作成）
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複雑な社会を持つ

NIHを中心としてとしてチンパンジーを管理

コロニー施設の運営

個体データベースの管理

NIH Chimpanzee Management Program（2001年）
８つの霊長類センター

アメリカの飼育チンパンジー管理

目的：研究資源の体系的な収集・保存・提供等の
システムを整備

中核的拠点に於いて整備される情報の集約

対象種ごとに中核的拠点を整備

資源保持
施設

中核的拠点
資源
利用者

日本のナショナルバイオリソースプロジェクト
(文部科学省、2002年）

チンパンジー健康改善維持保護法が成立（2000年）

サンクチュアリの整備

アメリカの飼育チンパンジー福祉

対象：マウス、ショウジョウバエ、イネ、コムギなど

霊長類としては、ニホンザルが対象であり、
チンパンジーは「調査」段階

チンパンジーに関する
フィージビリティスタディ

日本の飼育チンパンジー

ナショナルバイオリソースプロジェクトの
対象種とするか否かの検討段階

福祉に配慮して、適切に研究資源として
活用することの検討

チンパンジー等の飼育霊長類の現状

霊長類を対象とした研究実績やニーズ

海外での研究資源の実態

施設ごとの飼育個体の把握

分野別の論文数や報告数の年次変化
アンケートやヒヤリングによるニーズ調査

海外での管理体制や施設の実態

アンケートの途中経過報告
目的 研究者のニーズや意識の把握

対象者 日本霊長類学会大会（2002年7月）、
および日本獣医学会大会（2002年9月）
の参加者60名

設問 繁殖や管理ネットワーク設立の是非
チンパンジーの研究利用の是非
チンパンジーの研究利用状況
チンパンジーコロニー設立の是非

結果

遺伝・医科学
利用あり
（26%）

遺伝・医科学
利用なし
（39%）

生態・行動
利用あり
（14%）

生態・行動
利用なし
（14%）

その他
利用なし
（7%）

分野・チンパンジーの利用状況別の割合（n=57）

回答者のバックグラウンド

国内チンパンジーの繁殖・
管理に関する

ネットワーク作成について

個体に関する
データベース

86%

研究者・飼育者
のための連絡網

79%

研究資源の
保存状況

80%

研究成果の
データベース

73%

整備するべきシステム（n=56）

システム (%)

※無効回答を
１サンプル除去
（n=56）

条件付きでならば
　良い

利用すべきではない

観察のみ

有用ならば制限を
　付けない

遺伝・
医科学
生態・
行動学

考慮している

考慮していない

無回答

（n=23）

学術研究へのチンパンジー
利用について

チンパンジーの
老後の養護について

（n=57）

賛成

反対

どちらとも
　いえない

無回答
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国有チンパンジー
コロニー
設立について

遺伝・医科学分野の１名を
除いて全員が賛成（n=57）

チンパンジー利用の理由
（他の種で代替
　できない理由）

・ヒトに最も近縁で
　あるため

・チンパンジー対象の
　獣医学をおこなうため

遺伝・
医科学

生態・
行動学

あり なし あり なしなし

その他
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あり なし あり なしなし

その他
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倉島治・赤見理恵・落合(大平)知美・吉川泰弘
 （東京大学大学院 農学生命科学研究科）・
平井百樹（東京大学大学院 新領域創成科学研究科）・
松沢哲郎（京都大学 霊長類研究所）
長谷川寿一（東京大学大学院 総合文化研究科）

チンパンジー等の研究資源に関する
　　　　　　フィージビリティスタディ

－ナショナルバイオリソースプロジェクトの紹介－
mailto:osamu@darwin.c.u-tokyo.ac.jp


